
目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

特になし

特になし

特になし

特になし

つくばエクスプレス沿線開発事業の進捗に合わせた施設整備の実施
水道未整備地区からの要望を基に施設整備の実施
上水道未整備地区の幹線整備の実施

継続

上水道施設新設事業

一部委託

         4.00          5.00          5.00          5.00          5.00

       600.00        750.00        493.58        730.00        730.00

無 無 無 無 無

      29,718       35,762       35,211       35,791       35,791

AA-010101-01

    22,063.0     21,545.4          0.0          0.0          0.0          0.0

   1,055,365    1,518,691    1,217,706            0            0

毎年度

特になし

特になし

安全安心な水道水の供給

整備工事延長

水道の普及

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 2年度

    19,379.0     19,790.0          0.0          0.0          0.0          0.0

自治事務（任意）

676

活動結果指標

73

生活環境部水道工務課

施設整備係

水道使用者

ｍ

           0            0    1,614,096    1,567,159    1,567,159

     580,305    1,046,130      800,002            0            0

     440,523       75,852       69,671            0            0

      34,537      396,709      348,033            0            0

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要

）

）

）

）

（

（

（

（

４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

幹線及び面整備について、計画的に事業を進めていく。

上水道の供給範囲が広がったことにより、配水管を整備した沿線住宅の８割以上が給水管の引込を実施し
、上水道の使用者が増えた。

継続

5

4

5

4

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市が直接担うべき事業である。

市民生活への影響等を鑑みて、優先的に取組むことが必要と判断される。

TX開発地区や中心地区に比べ、周辺地区の整備が遅れているため、計画的に幹線及び面整備の整備が必要
である。

特になし

         0.0
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         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

－

前年度との比較で106％(約1,000ｍ)の幹線整備を実施した。



目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

特になし

特になし

特になし

特になし

配水管等の漏水及び弁室・弁筺等の破損等、緊急に対応しなければならない事態が発生した際に、あらか
じめ請負単価契約を締結している緊急工事業者を選定し、速やかに修繕工事を実施する。

継続

上水道管路修繕事業

職員のみ

         3.00          3.00          2.00          0.00          0.00

       360.00        410.00        536.00          0.00          0.00

無 無 無 無 無

      22,065       21,359       14,917            0            0

AA-010201-03

        91.5         92.2          0.0          0.0          0.0          0.0

      88,437       87,875       98,919            0            0

毎年度

特になし

特になし

水道の安定供給及び水道施設の機能を確保する。

有収率（料金徴収の対象となった水量を給水実績水量で除したもの。）

有収率

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 2年度

        91.8         91.8          0.0          0.0          0.0          0.0

自治事務（任意）

677

活動結果指標

生活環境部水道工務課

管理係

水道使用者

％

           0            0      106,443            0            0

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

      88,437       87,875       98,919            0            0

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要

）

）

）

）

（

（

（
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４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

漏水等が原因の二次災害を未然に防ぐため、老朽化の著しい管路等の改良を実施していく。

漏水時の断水等の被害を回復し、安定した水道の供給ができた。また、早期の修繕工事着手により二次被
害および騒音や振動等の被害を未然に阻止することができた。

継続

5

4

5

3

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市が直接担うべき事業である。

市民ニーズや市民生活への影響等を鑑みて、継続して実施する必要がある。

管の老朽化による漏水、経年劣化による構造物の破損等の修繕工事が年々増加傾向にある。

事業の特殊性から知識と経験を有する職員の確保及び育成が必要である。
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         0.0

         0.0
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         0.0
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         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

－

前年度より修繕工事件数は16件増加したが、迅速な修繕対応ができたことで、水道使用者等への影響を最
小限とすることができた。



目標値

指標名

概要

事業分類

対象

実　績

根拠法令等

事務事業マネジメントシート

事務事業名

予算科目

事業の概要

事業の基本情報

戦略プラン

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市長公約

指標の推移

指標の
概要

１

事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

特になし

特になし

特になし

特になし

管路改良実施整備計画及び現状（漏水頻度及び出水不良の苦情等）をもとに、実施設計を実施し、配水管
布設替等の工事を行う。

継続

上水道管路改良事業

職員のみ

         2.00          2.00          2.00          0.00          0.00

       240.00        176.00        222.00          0.00          0.00

無 無 無 無 無

      14,710       14,000       14,146            0            0

AA-010102-01

     2,843.0      1,917.1          0.0          0.0          0.0          0.0

     335,104      676,231      562,621            0            0

毎年度

特になし

管路改良実施整備計画

水道の安定供給及び水道施設の機能を確保する。

改良計画または老朽化の著しい上水道管の布設替延長

改良工事延長

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 2年度

     2,912.0      2,364.0          0.0          0.0          0.0          0.0

自治事務（任意）

678

活動結果指標

生活環境部水道工務課

管理係

水道使用者

ｍ

           0            0      844,729            0            0

     335,104      676,231      167,586            0            0

           0            0            0            0            0

           0            0      395,035            0            0

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度



方向性

理由

５

指標の

指標の

指標の

指標の

概要

概要

概要

概要

）

）

）
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４

３

方向性

実　績

実　績

実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

想定外の対応も可能な職員を育成していく。

管路改良実施整備計画等に基づいた老朽管の布設替え工事を実施したことで、漏水や濁水の発生を減らし
、安定供給が図れた。

継続

5

4

5

3

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市が直接担うべき事業である。

市民ニーズや市民生活への影響等を鑑みて、継続して実施する必要がある。

改良工事では、設計時に想定していない事態への対応が必要になる。

特になし
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         0.0
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         0.0
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R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

－

特になし


